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　農学国際教育協力研究センターの業務活動は、プロジェクト開発と協力ネットワーク開発の２領域にわ

たって、開発途上国における農学領域の諸問題を実践的に解決できる人づくり協力の研究を推進することで

ある。このミッションを実現するため、基盤調査・ニーズ調査をはじめ、プロジェクトの分析・評価、プロ

ジェクトのコーディネーション手法・マネージメント手法の確立、ネットワーク形成などの具体的研究を進

めるとともに、途上国専門家の各種研修を企画・実施し、人材育成に役立てている。

　農国センターは、上記の研究を推進するため、２０００年４月から２００６年３月までに延べ６名の日本人と１８名

の外国人の研究者・技術者・専門家の方々を客員教授または客員研究員として招聘し、共同研究に取り組ん

できた。また年度ごとに特定テーマを決め、国内外から関係者を迎えて国際的オープンフォーラムを開催し、

共同研究の成果の報告を含め、農学国際協力における学術的・実践的認識の深化と発展に努めてきた。さら

に農学分野の国際協力の専門家の協力を得て、毎年１０回前後のオープンセミナーを企画し、研究者や専門家

はもとより、学生や市民等の参加も得て、知的交流活動を進めてきた。

　これらの研究成果のうち、オープンフォーラムにおける研究報告については、農学国際教育協力研究セン

ターが編集し刊行する学術雑誌『農学国際協力』の特集号において、取りまとめ刊行してきた。公刊したNo.１

からNo.５までは、いずれも特集号になっている。本号は、客員教授・客員研究員と本センタースタッフとの

共同研究の成果のうち、２０００年から２００１年に招聘した客員教授および客員研究員関係分を取りまとめたもの

である。中国社会科学院農村発展研究所の元所長陳　吉元先生（招聘期間：２０００.５.１ - ７.３１）、カンボジア王

立農業大学学長補佐のVisalsok Touch先生（２０００.８.１ - １０.３１）、東南アジア文部大臣機構農業高等教育研究地域

センター大学院教育・組織開発部長のEditha Calienta-Cedicol先生（２０００.１１.１ - ２００１.１.３１）、インド・ケララ州

森林科学研究所木材科学部長のKanthila M. Bhat先生（２００１.４.２０ - ７.１９）の４名の論稿を所収している。

　本来、もっと早くに刊行すべきであったが、業務の多忙さなどのために、一日延ばしで編集作業が遅れて

しまい、執筆者の方々の期待に背いてきたが、ようやく刊行することができた。センターの責任者として深

くお詫び申し上げるとともに、積年の宿題を果たせたことをご報告する次第である。

　この『農学国際協力』Vol.６が、既刊の特集号とともに、農学分野の国際協力の発展に関心を持つ方々に幅

広く読まれ、人づくり協力の研究と教育、実践活動に役立てられることを強く期待するところである。なお、

『農学国際協力』は広く農学国際協力に関わる研究活動の発展に資する学術誌として位置づけているジャー

ナルである。関係各位に論文投稿による本分野への研究参画を合わせて期待している。
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